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その時どうする？　〜火災が発生したら〜

　出火の現場に居合わせたら、まず「通報」「初期消火」「避難」が大切で
す。その優先順位は状況により異なります。出火直後なら「通報」と「初期
消火」の優先順位が高くなりますが、そのために逃げ遅れては大変です。あ
わてず冷静な判断を心がけましょう。

○火災を発見したとき
・�大きな声で「火事だー！」と叫び、周囲の人に知らせましょう。
・�声が出ない場合は、非常ベルや音の出るもの（やかん・鍋等）を叩きま
しょう。
・�どんなに小さな火事でも１１9番通報をしましょう。
＜１１9番通報の例＞

・�火が天井に達していないうちに消火器等で消
火します。
・�浴槽などの汲み置きしている水や座布団な
ど、身近なものを最大限に活用しましょう。
・�火災による死因の大半は、煙やガスによる中
毒死や窒息死です。煙が広がっている場合は、
火元の方向を判断し、早く避難しましょう。
・�避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉めて空気を遮断します。
・�服装や貴重品の持ち出しにこだわらず、できるだけ早く屋外に避難してく
ださい。
・�一度避難したら、絶対に家の中に戻らないようにしてください。
・�煙が出ているときは、ハンカチや衣服で口と鼻をおさえ、できるだけ姿勢
を低くして逃げましょう。

消防署 通報者

火事ですか、救急ですか？ 火事です。

場所（住所）はどこですか？ ○○市○○町○丁目○番地です。
○○のそばです。

何が燃えていますか？ 家が燃えています。

どのくらい燃えていますか？ 2階窓から炎が噴き出してます。
１階には火が見えません。

逃げ遅れやケガ人はいませんか？ 皆、無事に避難しています。

あなたの名前と電話番号を教えてくだ
さい。 関電太郎です。06－１234－××××です。

その時どうする？　〜避難するとき〜

○避難するとき
・自動車やオートバイ等は使用せず、徒歩で避難する｡
　（車等での避難は渋滞を引き起こし、消火・救助活動の妨げになる。）
・ヘルメット、防災ずきんなどで頭を守る。
・持ち物は最小限にして、リュックサックなどに入れて背負う。
・ガス栓も閉めて。
・服装は身軽に。女性は動きやすいズボンの方が安全。
・靴は平底の丈夫なもの。素足は禁物。
・�アイロン、ドライヤーなどの電熱器具はスイッチを切り、プラグをコン
セントから抜いて、電気のブレーカーは必ず「切」してから。

・できるだけ家族や近所の人達と一緒に避難し、単独では行動しない。
・狭い路地、塀ぎわ、がけ下などは通らない、近づかない。
・切れた電線は、感電の危険があるので近寄らない。
・�警察、消防、区市町村の指示・誘導がある場合は、その指示に従い、秩
序正しく避難する。

・�乳幼児やお年寄り、障害のある方の避難は、みんなで避難のお手伝いを
する。

・避難途中や避難した後で、荷物などを取りに戻るのは危険！
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○避難の流れ

＜避難する場所＞
　○一時集合場所…�避難場所へ避難する前に、避難者が一時的に集合して様

子を見る場所（小・中学校のグラウンド、近くの公園、
神社・仏閣の境内など）

　○避 難 場 所…�火災等の危険から、避難者の生命を保護するための場所
（大きな公園、広場など）

　○避 難 所…�家の倒壊・焼失などにより、自宅で生活できなくなった
人たちが、しばらく生活する場所（小・中学校、公民館
などの公共施設）

※避難方法は市町村ごとに異な
りますので、お住まいの市町村
にお問合せください。大地震発生

火事・津波などの
危険がない

○ 避難指示
○ 火事の危険がなくなった
○ 津波の危険がなくなった（津波警報等の解除）

出典：警視庁ホームページ

安全（その場に留まる） 安全でない

自宅に被害なし 自宅に被害があり生活できない

自宅に帰る

○ 区市町村、警察、消防から避難指示
○ 火事が広がってきて危険
○ 沿岸や河川の近くなどで津波の危険
　 （津波警報等の発表）

一時集合場所は安全ですか？

高台など安全な場所へ避難
（避難所等が指示されたときはその場所へ）

一時集合場所へ避難
（小・中学校のグラウンド、近くの公園など）

避難場所へ避難
（大きな公園、広場など）

危険で一時集合場所
に行けないときなど

自宅に被害がありますか？

避難所へ避難
（小・中学校、公民館など）

○避難先では
・�ラジオや係員等から正確な情報を
聞く。
・�デマを信じて、不安をあおらない。
・�避難所に誰がいるのかがすぐにわ
かるよう、避難者名簿を作成する。
・�多くの被災者がいる避難所では見
知らぬ人との集団生活によって体
調を崩す可能性もあるため、みん
なで協力して快適に過ごせるよう
にする。
・�水や食料、救援物資の保管、配給
方法についてのルールを決める。
・�被災地から救助の必要なものを積極的に情報提供する。
・�リーダーを決めて、それぞれの役割を分担する。
・�相談やボランティア活動などの窓口を設ける。

○�自家用車内で避難するときは
　阪神・淡路大震災や平成１6年新潟県中越地震においては、避難所に落ち着
くまでの間、自家用車で避難生活をされる被災者も多くいました。こんなと
きのために、車内にも非常用アイテムを備えておいたり、常にガソリンを満
タンにしておくと安心です。

知恵袋「車の避難生活とエコノミー症候群」

　平成１6年新潟県中越地震では、自家用車で避難生活をされていた被災
者が「エコノミー症候群」と呼ばれる症状で突然死される方が多くいま
した。この「エコノミー症候群」とは、飛行機などの乗り物で、狭い座
席に長時間同じ姿勢で座っていたために、血流が悪化し、足の静脈に血
栓ができ、その血栓が肺や脳などの血管に詰まってしまい、場合によっ
ては死亡に至る病気であります。
　避難生活では、被災者数に見合ったトイレがなく、トイレを我慢する
（減らす）ために水分を控えてしまい、それにより血中の水分が減少し
血液の濃度が高くなり、血栓ができやすくなってしまいます。
　予防方法としては、こまめに水分を補給すること、長時間同じ姿勢を
とらず、足首を曲げたり伸ばしたりと体を動かし、血液の循環をよくす
ることが大切です。

の解除


